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幾年も幾年も 子らを見守る子らを見守る 藤の花藤の花幾年も 子らを見守る 藤の花
大正13年　ご子息の卒業記念に赤羽吉次郎様より寄贈された大正13年　ご子息の卒業記念に赤羽吉次郎様より寄贈された
町指定天然記念物「上高根沢小学校の藤」町指定天然記念物「上高根沢小学校の藤」
大正13年　ご子息の卒業記念に赤羽吉次郎様より寄贈された
町指定天然記念物「上高根沢小学校の藤」
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これまで50回を超える回数を重ねてきた町民体育祭ですが、本町は、昨年の東日本大震災により甚大な被
害を受けたため、平成23年度においては町民体育祭および球技大会の開催を中止しました。
その後、今後の町民体育祭のあり方を検討するため、行政区長並びに自治公民館長にアンケートを実施す

るなど意見を集約し協議を重ね、５月７日に開催された町民体育祭開催委員会において、様々なご意見を勘
案して平成24年度町民体育祭～たかねスポーツまつり（仮称）～を実施することとしました。
なお、平成25年度以降においては、町民の皆さんにと

ってより親しみのあるスポーツイベントとなるよう事業
のあり方について引き続き検討し改善していく予定です。

◆これまでの経過

◆今後の予定

平成24年度 町民体育祭平成24年度 町民体育祭
～たかねスポーツまつり（仮称）たかねスポーツまつり（仮称）～ を開催しますを開催します
平成24年度 町民体育祭平成24年度 町民体育祭
～たかねスポーツまつり（仮称）たかねスポーツまつり（仮称）～ を開催しますを開催します
平成24年度 町民体育祭平成24年度 町民体育祭
～たかねスポーツまつり（仮称）たかねスポーツまつり（仮称）～ を開催しますを開催します
平成24年度 町民体育祭
～たかねスポーツまつり（仮称）～ を開催します

町民体育祭
10月14日（日）

開催

球技大会は
オープン参加
方式で開催

期　日

H24. 6.  4

H24. 6.17

H24. 6. 25

H24. 7. 8

H24. 8

期　日

H24. 8

H24. 9

H24.10.14

H24.11. 5

H24.11.18

事　　　項
〈オープン参加　球技大会〉
野球大会代表者会議（組み合わせ抽選）
〈オープン参加　球技大会〉
野球大会
〈オープン参加　球技大会〉
ソフトボール大会代表者会議

（組み合わせ抽選）

〈オープン参加　球技大会〉
ソフトボール大会

第１回町民体育祭実行委員会
（競技内容・方法の詳細検討）

事　　　項
第２回町民体育祭実行委員会
（競技内容の説明等）
第３回町民体育祭実行委員会
（競技の組み合わせ等）

町民体育祭

〈オープン参加　球技大会〉
女性ワンタッチバレーボール大会代表者
会議（組み合わせ抽選）
〈オープン参加　球技大会〉
女性ワンタッチバレーボール大会

町民体育祭に係るアンケート調査の実施（行政区長・自治公民館長）

町民体育祭の内容について打合せ会

自治公民館長連絡協議会総会・区長会総会で開催内容について説明

第１回町民体育祭開催委員会で開催を決定

自治公民館長連絡協議会役員会・区長会研修会でアンケート結果の
説明および意見集約
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・オープン参加（フリー種目）とし、町民体育祭としての採点はしません。

・形式は前回同様、ブロック別のトーナメント方式とします。（最高３試合）

野 球 大 会
６月17日（日）開催
※雨天中止

ソフトボール大会
7月8日（日）開催 バレーボール大会

女性ワンタッチ

11月18日（日）開催

①終了予定時間
　を変更します。

②競技種目を
　減らします。

所要時間は３時間
以内になります

実施方針
　老若男女を問わず町民各層の参
加を得るため、多数の観覧をすす
め、競技は公民館対抗とし実施採
点します。

前回からの変更点

1010月1414日（日（日）日）開催開催
会場：町民広場会場：町民広場
10月14日（日）開催
会場：町民広場

14時終了 10種目

12時終了 ５種目

※雨天中止

◆問合せ先　町生涯学習課　☎６７５－３１７５
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住民税（町県民税）の納税通知書を送付します住民税（町県民税）の納税通知書を送付します住民税（町県民税）の納税通知書を送付します

１．６月13日に平成24年度分住民税（町県民税）の納税通知書を発送します
住民税をご自身で納付される方（主に自営業者、農業所得者、年金所得者など）に対して納税通知書を送

付します。なお、会社勤めの方（給与所得者）は勤務先から税額通知書が交付されます。

◆課税される方

◆課税されない方

◆年少扶養控除の廃止
税制改正に伴い年少扶養親族（16歳未満の扶養親族）に係る扶養控除（33万円）は廃止されました。
ご不明な点がございましたら下記までお問合せください。

◆問合せ先　町税務課　税務担当　1６７５－８１０３

２．前納報奨金制度の廃止に伴う納付書の取り扱いについて
平成24年度から町税の前納報奨金制度が廃止されました。本制度の廃止については、皆さまのご理解を賜

りますようお願いします。

◆問合せ先 町税務課　収納対策担当　1675ー8124

納税義務者
平成24年１月１日に町内に住所がある方
平成24年１月１日に町内に事務所、事業所ま
たは家屋敷を持っている個人で町内に住所が
ない方

納める税額
均等割額と所得割額

均等割額

均等割も所得割も
かからない人

均等割が
かからない人

所得割が
かからない人

○生活保護法によって生活扶助を受けている方
○障がい者・未成年者・寡婦または寡夫で前年の合計所得金額が125万円以下であった方
○前年中の合計所得金額が、次による金額以下の方
・扶養親族等のない方　２８万円
・扶養親族等のある方　２８万円×（本人+控除対象配偶者+扶養親族数）+１７万円
○前年中の合計所得が、次による金額以下の方
・扶養親族等のない方　３５万円
・扶養親族等のある方　３５万円×（本人+控除対象配偶者+扶養親族数）+３２万円

住民税を全期前納（一括納付）するには
◆窓口納付の方
前納報奨金制度の廃止により、全期前納（一括納付）の納付書は同封されておりません。全期前納する

場合は、お手数でも期別納付書（１期から４期）４枚を使用して、納付くださるようお願いします。
◆口座振替の方
現在、全期前納でお申込みいただいている方は、継続して全期分を口座振替させていただきます。新規

で全期前納をお申込みいただく場合や、期別納付（１期から４期）に変更される場合は、早めに町税務課
または金融機関などで手続きをお願いします。



所
得
制
限
に
つ
い
て

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
の
手
当
月

額
は
、
児
童
の
年
齢
に
関
係
な
く
５
千
円

と
な
り
ま
す
。

◆
所
得
制
限
限
度
額

「
扶
養
親
族
等
の
数
」
と
「
所
得
制
限

限
度
額
」

０
人
＝
６
２
２
万
円
　
３
人
＝
７
３
６
万
円

１
人
＝
６
６
０
万
円
　
４
人
＝
７
７
４
万
円

２
人
＝
６
９
８
万
円
　
５
人
＝
８
１
２
万
円

以
下
、
扶
養
親
族
等
の
数
が
１
人
増
え

る
毎
に
38
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

※
配
偶
者
、
同
居
家
族
の
所
得
は
合
算
し

ま
せ
ん
。

児
童
手
当
の
支
給
額

▼
０
歳
〜
３
歳
未
満

月
額
１
万
５
千
円

▼
３
歳
〜
小
学
６
年
生
（
12
歳
到
達
後
の

最
初
の
年
度
末
ま
で
）

18
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で
の

児
童
か
ら
数
え
て
、

第
１
子
、
第
２
子

月
額
１
万
円

第
３
子
以
降

月
額
１
万
５
千
円

▼
中
学
生
（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度

末
ま
で
）

月
額
１
万
円

▼
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方

（
６
月
分
以
降
）
月
額
５
千
円

現
況
届
に
つ
い
て

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状

況
を
届
け
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◆
現
況
届
の
提
出
期
限

６
月
30
日
（
土
）

※
５
月
に
新
た
に
児
童
手
当
の
手
続
き
を

し
て
、
６
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
る
方

は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

６
月
期
分
支
給
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
２
〜
５
月
分
の
子
ど
も
（
児

童
）
手
当
は
、
６
月
11
日
（
月
）
に
指
定

の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
こ
ど
も
み
ら
い
課
　
子
育
て
支
援

担
当
　
　
　
1
６
７
５
ー
６
４
６
６

鬼
怒
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

を
実
施
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
鬼
怒
川
・
小
貝
川

流
域
の
24
市
町
が
、
堤
防
や
河
川
敷
の
一

斉
清
掃
を
行
う
も
の
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
一
斉
清
掃
に
合
わ
せ
て

次
の
と
お
り
ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
川
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う

に
、
鬼
怒
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

７
月
14
日
（
土
）

９
時
30
分
〜
11
時

※
９
時
に
鬼
怒
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
駐
車
場

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
場
所

鬼
怒
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
西

側
の
道
路

◆
そ
の
他

軍
手
・
ご
み
袋
・
飲
み
物
は

事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

◆
主
催

町
河
川
愛
護
会

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
河
川
愛
護
会
事
務
局
（
町
都
市
整
備

課
）

1
６
７
５
ー
８
１
０
７

異
常
水
質
な
ど
の

発
生
防
止
に
つ
い
て

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
河
川
な
ど
の
異

常
水
質
の
発
生
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

昨
年
度
の
県
内
の
異
常
水
質
発
生
原
因

の
約
８
割
は
「
油
流
出
」
事
故
で
あ
り
、

原
因
が
判
明
し
た
事
故
の
う
ち
約
７
割
は

事
業
者
、
約
３
割
は
個
人
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

家
庭
生
活
や
農
繁
期
を
迎
え
農
作
業
時

に
お
け
る
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
油

類
の
保
管
や
取
扱
い
に
つ
い
て
充
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
給
油
タ
ン
ク
や
配
管
、
ド
ラ
ム
缶
、
車

両
な
ど
の
安
全
管
理
の
徹
底
（
転
倒
防

止
、
ひ
び
割
れ
、
緩
み
な
ど
の
確
認
）

〇
油
類
の
小
分
け
、
給
油
時
の
ふ
き
こ
ぼ

れ
な
ど
の
防
止

〇
車
両
、
農
作
業
車
の
転
倒
・
転
落
な
ど

の
事
故
の
防
止

な
お
、油
流
出
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、

ま
た
は
異
常
水
質
な
ど
を
発
見
し
た
場
合

は
、
至
急
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先

町
環
境
課
　
1
６
７
５
ー
８
１
０
９

県
北
環
境
森
林
事
務
所
環
境
対
策
課
　

1
０
２
８
７
ー
２
２
ー
２
２
７
７
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子
ど
も
手
当
か
ら
児
童
手
当
に
代
わ
り
、
６
月
分
（
10
月
期
支
給
）
か
ら
所

得
制
限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が

　
　
　

児
童
手
当
に
代
わ
り
ま
し
た

きれいな川って
気持ちがいいね
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町では住宅用省エネ対策を促進し、地球環境に配慮した社会の構築を図るため、家庭用蓄電池や高効率給湯
器、家庭用燃料電池、住宅用太陽光発電システムを設置する方に対して、設置費用の一部を補助します。

◆問合せ先　町環境課　1６７５―８１０９

◆申込み・問合せ先
町環境課　1６７５―８１０９

住宅用省エネ対策推進事業費補助金
６月1日から申請受付を開始します！
住宅用省エネ対策推進事業費補助金
６月1日から申請受付を開始します！
住宅用省エネ対策推進事業費補助金
６月1日から申請受付を開始します！

◆補助対象設備および補助金額

◆補助金交付申請に必要なもの
〇住宅用省エネ対策促進事業費補助金交付申請書
〇設備設置予定住宅の所有者全員がわかる書類
（申請者以外に所有者がいる場合は「同意書」を添付）
〇設備設置予定箇所の現況カラー写真
〇設備設置業者が作成した見積書および契約書の写し
〇納税証明書（町税の完納を証明できる書類）
〇設備の仕様書、パンフレット、図面などの書類
〇対象省エネ設備ごとに定める書類

◆補助金交付対象者
〇町内に住所を有し自ら居住する町内の専用住宅
および店舗併用住宅（アパート・マンション等
の集合住宅を除く）に平成２４年４月１日以降
に補助対象設備を設置する方、もしくは町内の
住宅に補助対象設備を設置し、設置後１年以内
に町内に住所を有する見込みのある方
〇町税を滞納していない方
〇町住宅用省エネ対策促進事業費補助金交付要綱
に定める書類を適切に提出できる方

交付申請書などは町環境課、エコ・ハウスた
かねざわにあります。町ホームページからも
ダウンロードできます。
交付申請書の提出、補助金に関する相談は、
町環境課へお願いします。

節電対策（ピークカット）について

昨年夏に続き今夏も電力需要ピーク時に対して供
給力が不足することが政府において試算されており
ます。
現在ご協力いただいている節電対策などの取組み

を継続して実施していただくとともに、電力需要の
ピーク時（13時～16時）におけるより一層の節電に
ついてご理解とご協力をお願いします。
○エアコンの設定温度や室内温度は２８℃を心がけ
ましょう。
○「すだれ」や「よしず」、「緑のカーテン」などで
窓からの日差しを和らげましょう。
○無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機など
を使いましょう。（エアコンの控え過ぎによる熱
中症などに注意してください。）
○日中は照明を消すか点灯箇所をできるだけ減らし
ましょう。

空き地の雑草等が繁茂する季節です

これからの季節は植物などの生育に適し、雑草が
繁茂する時期となります。雑草が繁茂すると周辺の
見通しが悪くなり交通などに支障をきたすばかり
か、病害虫の発生や不法投棄をされ易くなります。
そのため、土地所有者（管理者）の皆様には、空

き地の雑草が繁茂する前に除草していただくことに
より、より良い生活環境の保全を心がけていただけ
ますようお願いします。
また、除草後の草の管理や除草剤など農薬の使用

については、周辺地域の状況を考慮した上で対処し
ていただけますようお願いします。
なお、剪定枝の処理については、町指定「もえる

ごみ用収集袋」に入れて（剪定枝に袋を巻きつける
等は不可）もえるごみ収集日にごみステーションに
出していただくか、申請により破砕処理しチップ化
（有料：１㎏あたり10円）することができます。

補助対象設備 補　　助　　金　　額

家庭用蓄電池

高効率給湯器

家庭用燃料電池

住宅用太陽光
発電システム

１kwhあたり２０，０００円
【上限６０，０００円】

１台あたり１５，０００円

１台あたり１５，０００円

１kwあたり２０，０００円
【上限６０，０００円】
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／
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／
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書
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作
成
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す
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て
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求
者
が
指
定
し
た
個
人
の
戸
籍
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基
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和
60
年
４

月
３
日
ま
で
に
高
根
沢
町
が
作
成
し
た
書
類
で
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者
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指
定
し
た
文
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使
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も
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す
べ
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該
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籍
又
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又
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指
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ー
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係
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が
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請
求
者
が
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定
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宇
都
宮
地
方
法
務
局
の
見
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請
求
者
自
身
に
係
る
レ
セ
プ
ト

入
札
参
加
資
格
申
請
を
し
て
い
る
土
地
家
屋
調
査
士
の

氏
名
又
は
登
録
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号

国
有
財
産
特
別
措
置
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第
５
条
第
１
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の
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き
高
根
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さ
れ
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の
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ち
、
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月
８
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で
に
高
根
沢
町
が
他
に
譲
渡
し
た
物
件
の
契

約
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、
特
定
図
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及
び
財
産
一
覧
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町
道
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線
の
う
ち
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請
求
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が
指
定
し
た
区
間
に
係

る
道
路
敷
地
図

国
有
財
産
特
別
措
置
法
第
５
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定

に
基
づ
き
高
根
沢
町
に
譲
与
さ
れ
た
物
件
の
う
ち
、
請

求
者
が
指
定
し
た
区
間
に
係
る
道
路
敷
地
図
及
び
図
面

に
係
る
里
道
並
び
に
水
路
の
敷
地
図 

請
求
者
が
指
定
し
た
国
有
財
産
の
払
い
下
げ
に
係
る
町

担
当
者
と
の
協
議
記
録 

請
求
者
が
指
定
し
た
文
書
の
作
成
過
程
が
わ
か
る
も
の

す
べ
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請
求
者
が
指
定
し
た
文
書
の
作
成
過
程
が
わ
か
る
も
の

す
べ
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請
求
者
が
指
定
し
た
戸
籍
の
訂
正
に
係
る
説
明
資
料
の

す
べ
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請
求
者
が
指
定
し
た
職
員
の
判
断
の
根
拠
に
係
る
資
料

の
す
べ
て 

戸
籍
の
訂
正
に
係
る
行
政
判
断
が
変
更
さ
れ
た
経
過
が

わ
か
る
も
の
す
べ
て 

戸
籍
訂
正
の
申
出
書
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
の
す
べ
て 

請
求
者
が
指
定
し
た
文
書
の
受
付
記
録  

請
求
者
が
提
出
し
た
婚
姻
届
の
写
し

請
求
者
が
指
定
し
た
口
頭
復
命
書 

請
求
者
が
指
定
し
た
文
書
の
作
成
過
程
が
わ
か
る
も
の

す
べ
て 

請
求
者
が
婚
姻
届
を
提
出
し
た
当
時
の
事
務
手
続
き
に

係
る
資
料 

請
求
者
が
申
し
入
れ
を
し
た
事
項
の
進
捗
状
況
が
わ
か

る
資
料

知
り
た
い
情
報
は
、
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り
た
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情
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は
、
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報
公
開
制
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利
用
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だ
さ
い

情
報
公
開
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

知
り
た
い
情
報
は
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知
り
た
い
情
報
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、
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報
公
開
制
度
を
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利
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く
だ
さ
い

情
報
公
開
制
度
を
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利
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い
情
報
は
、
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を
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だ
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い
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情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
保
有
し
て
い
る
様
々
な
情
報
を
、
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
情
報
を
「
町
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
」
と
し
て
、

町
政
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
信
頼
を
得
て
、
町
政
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
情
報
は
、
情
報
公
開
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
は
25
件
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
問
合
せ
先
　
町
総
務
課
　
1
６
７
５
―
８
１
０
１

平
成
23
年
度
　
情
報
公
開
請
求
状
況
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高根沢町シルバー人材センターでは会員を募集しています

高根沢町シルバー人材センターでは、高齢者が安心して働き、集える「高齢者の拠点」づくりを目指し、
就業はもちろん、趣味などを生かした生きがい作りや仲間作り、ボランティア活動を通した地域貢献などの
活動をしています。
あなたも仲間になりませんか？会員は随時募集中です。
◆申込み・問合せ先　公益社団法人高根沢町シルバー人材センター　1676－0099

まだまだ現役で働きたい高齢者の方へまだまだ現役で働きたい高齢者の方へまだまだ現役で働きたい高齢者の方へまだまだ現役で働きたい高齢者の方へまだまだ現役で働きたい高齢者の方へまだまだ現役で働きたい高齢者の方へまだまだ現役で働きたい高齢者の方へ

技能講習会のご案内
（高齢者の雇用・就業を支援するシニアワークプログラム支援事業）

栃木県シルバー人材センター連合会では、厚生労働省（栃木労働局）の委託により高齢者の雇用・就業を
支援するため、無料の技能講習会を実施しています。
◆対　　象 県内在住で55歳以上の働く意欲のある方（平成24年度に55歳に達する者を含む。）
◆定　　員 講習により異なります。
◆受 講 料 無　　料
◆申込方法 各講習開始日の２週間前までにＦＡＸまたは郵送でお申込みください。
◆申込み・問合せ先　公益財団法人栃木県シルバー人材センター連合会

1627－1179 FAX627－2522
〒320－8503 宇都宮市駒生町3337－1（とちぎ健康の森内）

講　習　名 開始日～終了日 日数 定員 講　習　名 開始日～終了日 日数 定員

警備アシスタント

緑地管理・園芸

介護員養成研修
（2級課程）

介護食士養成
（3級）

フォークリフト運転

ビジネスパソコン

8
8
8
10
10
10
23
23
23
12
12
12
6
6
6
8
8
8

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
25
25
25

 8/17～ 8/30
10/ 2～10/ 12
11/22～12/ 4
 7/11～ 7/27
 9/ 5～ 9/20
11/ 8～11/ 21
 7/10～ 9/18
 8/23～10/25
10/22～12/18
 7/12～ 7/ 31
 9/12～ 9/28
11/ 2～11/19
 6/ 1～ 6/  8
 9/ 7～ 9/14
12/ 7～12/14
 6/20～ 6/29
 9/27～10/  9
11/20～11/30

清掃・環境スタッフ

ホテルスタッフ・接客

植木管理

建物内装

子育て・家事支援

11
11
11
11
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
8
8

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20

 6/27～ 7/12
 8/20～ 9/  6
10/18～11/ 1
11/26～12/10
 7/ 2～ 7/13
 9/ 3～ 9/14
10/11～10/24
 6/25～ 7/  6
 9/24～10/  5
10/29～11/ 9
12/ 6～12/19
 6/ 4～ 6/15
 7/23～ 8/  3
 9/26～10/12
11/28～12/11
 6/ 5～ 6/14
12/12～12/21
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町では、生活習慣病の予防として、特定健診やがん検診などを実施しています。
生活習慣病は、内臓脂肪の蓄積が原因となっていることが多く、肥満に加えて、高血糖、高血圧といった

状態が重複した場合は、脳血管疾患などの発症リスクが高くなります。
予防のためには、毎日の生活習慣を見直すとともに、特定健診を受診することが重要です。
◆健康診査の種類

※この他に、がん検診なども合せて申込みができます。（別料金）
◆料　　　金 1,000円（生活保護法による被保護世帯・町民税非課税世帯・後期高齢者医療の方は無料）

※40歳未満の方の一般健診の料金免除はありません。
◆集団健診日 12月21日（金）までの全27日
◆問 合 せ 先　健診の申込み　　　　町保健センター　　　　1675－4559

資格に関すること　　町住民課保険年金係　　1675－8100

③廃食用油は植物性の天ぷら油に限ります。（賞味
期限切れの未使用油も可）揚げカスなどは油こし
で取り除き、油の容器（缶・ビン以外のポリエチ
レンなどの容器）またはペットボトルに入れフタ
をしっかり密封してお持ちください。
※古着などは、洗濯してあるものを出してください。
※①はウエス（工業用布）として再利用し、②はエ
コ・ハウスのリサイクルショップにて展示販売す
る予定です。③はＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）
にリサイクルし、給食配送車の燃料に利用します。

★ウエスとして回収できない主なもの★
黒色系衣類、コート、背広、裏地のついているもの、
作業ズボン、学生服、ジーンズ、布団、座布団、キ
ルティングの製品、くつした、ハンカチなど

回収できないものは持込まないようご協力をお願
いします。
◆問合せ先　町環境課　1675－8109

ごみの減量と資源の再利用を目的として、古着
（古布）並びに廃食用油（家庭で使用済みになった
天ぷら油）の回収を実施します。
◆日時 ６月16日（土）９時～11時30分
◆場所 役場、エコ・ハウスたかねざわ、図書館中

央館、図書館仁井田分館、図書館上高根沢
分館

◆回収できるもの
①綿100％もしくは綿混紡率50％以上の製品（シャ
ツ・ブラウス・トレーナー・子供服・シーツ・布
団カバー・タオルなど）
②不要になった子供服で、
無償で他人に譲ってもよ
い物（再度着る事ができ
る良品に限ります。）

環境コーナー環境コーナー環境コーナー環境コーナー
古着（古布）・廃食用油

の回収のお知らせ

国民健康保険のお知らせ 平成24年度健康診査が始まりました！

特定健診

一般健診

健診の種類 対　　　象　　　者

40歳～75歳未満の高根沢町国民健康保険の加入者
※社会保険等の扶養の方は、町の特定健診が受診
できる「受診券」が各保険者より発行され、町の
特定健診を利用できる場合もあります。

20歳～40歳未満の高根沢町国民健康保険の加入者

後期高齢者医療保険の加入者

検　　査　　内　　容

問診・身体計測・診察・血圧・尿検査・脂質
検査・肝機能・代謝系検査・貧血検査・心電
図・眼底検査
※検査結果により特定保健指導を行います。

特定健診と同様。ただし、心電図・眼底検査・
メタボリックシンドロームの判定は行いません。

特定健診と同様。ただし、メタボリックシン
ドロームの判定は行いません。
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13
水
先負

14
木
仏滅

11
月
先勝

15
金
大安

20
水
大安

18
月
友引

19
火
先負

17
日
先勝

施設略称／ 役 ＝役場　改 ＝改善センター　保 ＝保健センター　福 ＝福祉センター　町 ＝町民広場　ホ ＝町民ホール　ト ＝トレーニングセン

ター　民 ＝歴史民俗資料館　石 ＝石末運動場　図 ＝図書館中央館　仁 ＝仁井田ふれあいひろば　上 ＝上高根沢分館　タ ＝宝積寺タウンセン

ター　み ＝児童館みんなのひろば　き ＝児童館きのこのもり　元 ＝元気あっぷむら　水 ＝水道料金センター　エ ＝エコ・ハウスたかねざわ

12 火

友引

16 土

赤口

平
成　

年
６
月
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
①

平
成　

年
６
月
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
①

2424

図書館、改善センター、町民ホール、トレーニングセンター、歴史民俗資料館、エコ・ハウスたかねざわ休館日
窓口延長業務（19：15まで）
離乳食教室（対象児：H23.11生）（希望者：事前に電話してください。☎675－4559） 受付９：45～10：00

資源びん：笹原、向原、石末宿、天神坂、石末原、東町（中区の一部・南区の一部）

元気あっぷむら休館日

資源びん：柳林、籠関、赤堀、宝積寺（上）、西町の一部、上の台

「高根沢たんたんCafé」（FMとちぎ 76.4MHz） 　　　　　　　　　　　　　12：00～12：49
２歳児歯科健診（対象児：H22.５生） 受付13：00～13：30

資源びん：飯室、文挾、伏久、東高谷、仁井田電気南

ペットボトル：花岡（東上・東下・西上・西下）、西高谷、仁井田、東町（北区・中区の一部）、桑窪、
　　　　　　　上・中・下柏崎、亀梨、西町の一部、上太田、中郷、寺渡戸、太田

すっきりスリム教室（木曜コース）（希望者：事前に電話してください。☎675－4559）
 受付９：45～10：00

資源びん：大谷、東町（南区の一部）、フローラルアベニュー

図書館、改善センター、町民ホール、トレーニングセンター、歴史民俗資料館、エコ・ハウスたかねざわ休館日
窓口延長業務（19：15まで）
すっきりスリム教室（月曜コース）（希望者：事前に電話してください。☎675－4559） 
 受付９：45～10：00

カン・ガラス・不燃物：第１区、第２区、台の原、中台

遊びの教室（対象：０歳児） 受付９：45～10：00
３歳児健診（対象児：H21.５.生） 受付13：00～13：30

カン・ガラス・不燃物：第３区、西根、金井、栗ヶ島、光陽台（１～３丁目）、宝石台（１～３丁目）

「高根沢たんたんCafé」（FMとちぎ 76.4MHz） 12：00～12：49
生涯学習関係施設使用自動抽選日
おはなし会 10：30～11：00

カン・ガラス・不燃物：花岡（東上・東下・西上・西下）、西高谷、仁井田

ペットボトル：笹原、向原、石末宿、天神坂、石末原、東町（中区の一部・南区の一部）、柳林、籠関、
　　　　　　　赤堀、宝積寺（上）、西町の一部、上の台、飯室、文挾、伏久、東高谷、仁井田電気南

役
保

保

図
町

古着（古布）・廃食用油の回収　　　　　　　　　　　　　　　　　　９：00～11：30 上仁図工役

保

図
保

保

保
保

役

役

水

仁

生涯学習関係施設使用自動抽選　申込み期間　15日～19日まで
町民ホール（12月分）スポーツ施設（９月分）情報の森テニスコート・学校体育施設（夜間）（７月分）
仁井田体育館アリーナ（８月分）キリン体育館・運動場（７月分）
詳しくは町生涯学習課施設管理担当まで　☎675－3199

窓口延長業務（19：15まで）
水道料金センター窓口延長（19：15まで）
健康診査 受付８：00～10：00
プレママ学級Ⅲコース（赤ちゃんのお風呂の入れ方） 受付13：00～13：30

カン・ガラス・不燃物：桑窪、上・中・下柏崎、亀梨、西町の一部

古紙回収：飯室、文挾、伏久、東高谷、仁井田電気南、柳林、籠関、赤堀、宝積寺（上）、西町の一部、
　　　　　上の台、笹原、向原、石末宿

公民館対抗野球大会（オープン参加）※雨天中止　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８：30～　　　ほか
おはなし会 11：00～11：30

休日診療当番医　深澤クリニック　[平田]　☎676－0671

第３日曜日は「家庭の日」　家庭の大切さ、役割、すばらしさについて考えましょう。



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/11

お 知 ら せ 事 項
日
・
曜

2
土
仏滅

1
金
先負

5
火
先勝

6
水
友引

4
月
赤口

3
日
大安

7
木
先負

8
金
仏滅

平
成　

年
６
月
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
①

平
成　

年
６
月
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
①

9 土

大安
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図書館、改善センター、町民ホール、トレーニングセンター、歴史民俗資料館、エコ・ハウスたかねざわ休館日

窓口延長業務（19：15まで）

資源びん：第１区、第２区、台の原、中台

役

窓口延長業務（19：15まで）

水道料金センター窓口延長（19：15まで）

血液サラサラ教室（クッキングコース） 受付　9：30～9：40

資源びん：桑窪、上・中・下柏崎、亀梨、西町の一部

古紙回収：第１区、第２区、台の原、中台、第３区、西根、金井、栗ヶ島、光陽台、（1～3丁目）、宝石台（1～3丁目）

役

水

保

窓口延長業務（19：15まで）

水道料金センター窓口延長（19：15まで）

１歳６か月児健診（対象児：H22.11生） 受付　13：00～13：30

資源びん：上阿久津、中阿久津（東・西）、中坂下、さぎのや、石神、光陽台（４～５丁目）、宝石台

　　　　　（４～５丁目）、宝積寺（下）

古紙回収：花岡（東上・東下・西上・西下）、西高谷、仁井田、桑窪、上・中・下柏崎、亀梨、西町の一部、

　　　　　上太田、中郷、寺渡戸、太田

役
水
保

おはなし会 11：00～11：30 図

元気あっぷむら15周年記念感謝祭 10：00～15：00

第８回エコ・フェスタ 10：00～14：00

フッ素塗布事業（対象：事前申込者のみ） 受付9：30～

休日診療当番医　菅又病院　[花岡]　☎676－0311

保

元

エ

「高根沢たんたんCafé」（FMとちぎ 76.4MHz）  12：00～12：49

ポリオ生ワクチン投与（対象：３～90か月児　宝石台・光陽台地区）

 受付13：00～13：30　投与開始　13：30～

資源びん：花岡（東上・東下・西上・西下）、西高谷、仁井田

ペットボトル：上阿久津、中阿久津（東・西）、中坂下、さぎのや、石神、光陽台（４～５丁目）、宝石台

　　　　　　　（４～５丁目）、宝積寺（下）、大谷、東町（南区の一部）、フローラルアベニュー

保

ポリオ生ワクチン投与（対象：３～90か月児　宝積寺・宝石台・光陽台以外の地区）

 受付13：00～13：30　投与開始　13：30～

資源びん：上太田、中郷、寺渡戸、太田、東町（北区・中区の一部）

保

男性のための健康教室（運動）（要申込　☎675－4559） 受付９：50～10：00

ポリオ生ワクチン投与（対象：３～90か月児　宝積寺地区） 受付13：00～13：30　投与開始　13：30～

資源びん：第３区、西根、金井、栗ヶ島、光陽台（1～3丁目）、宝石台（1～3丁目）

保

保

元気あっぷむら15周年記念感謝祭 10：00～15：00

おはなし会 10：30～11：00

古紙回収：東町（北区・中区・南区）、天神坂、石末原、フローラルアベニュー

元

仁

10 日

赤口

第２回こどもまつり ９：30～14：00

休日診療当番医　高根沢中央病院　[光陽台]　☎675－1133

ト



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Eメールアドレス　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 12

高
根
沢
湧
泉
太
鼓
の
会

会
員
募
集

〜
大
き
い
太
鼓
を
叩
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
〜

創
作
太
鼓
の
打
ち
手
養
成
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

毎
週
土
曜
日

８
時
〜
10
時

◆
場
所

町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
内
　
太
鼓
練
習
所

◆
対
象

小
学
３
年
生
以
上

◆
参
加
費

無
料

◆
指
導
者

日
本
太
鼓
連
盟
公

認
指
導
員

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
生
涯
学
習
課

1
675
―
３
１
７
５

自
立
支
援
医
療
制
度（
精
神

通
院
）を
ご
存
知
で
す
か
？

精
神
科
な
ど
に
通
院
し
て
い

る
方
の
通
院
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
１
割
に
軽
減
さ
れ
る
制
度
で

す
。制
度
の
利
用
に
は
、あ
ら
か

じ
め
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
対
象
者

統
合
失
調
症
や
う
つ
病
、
て

ん
か
ん
、
認
知
症
な
ど
の
精
神

症
状
に
よ
り
指
定
医
療
機
関
へ

継
続
的
に
通
院
し
て
い
る
方

（
入
院
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
自
立
支
援
医
療
用
診
断
書（
主

治
医
が
記
載
し
た
も
の
）

・
受
診
す
る
方
の
保
険
証

・
障
が
い
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
年
金
額
が
わ
か
る
証

書
や
通
帳
の
写
し

・
印
鑑

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉

担
当

1
675
―
８
１
０
５

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ

な
た
の
自
動
車
税（
県
税
）

平
成
24
年
度
の
自
動
車
税
の

納
税
は
お
済
み
で
す
か
？

納
期
限
（
５
月
31
日
）
が
過

ぎ
ま
し
た
の
で
、
お
忘
れ
に
な

っ
て
い
る
方
は
、
至
急
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。

督
促
状
を
発
し
て
か
ら
10
日

を
経
過
し
て
も
完
納
し
な
い

と
、
差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

矢
板
県
税
事
務
所
　
収
税
課

1
０
２
８
７
―
43
―
２
１
７
１

放
送
大
学
10
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
限
は
８
月
31
日
ま

で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

1
632
―
０
５
７
２

「
と
ち
ぎ
女
性
政
策
塾
」

受
講
者
募
集

女
性
の
声
を
政
策
決
定
過
程

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
女
性
の

審
議
会
な
ど
へ
の
参
画
を
支
援

す
る
講
座
「
と
ち
ぎ
女
性
政
策

塾
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
期
間

７
月
14
日（
土
）〜

11
月
17
日（
土
）

※
全
８
回

◆
対
象

審
議
会
な
ど
に
参
画

す
る
意
欲
の
あ
る
女
性

◆
内
容

講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
通
し
て
論
理
的
思

考
、
合
意
形
成
力
な
ど
を
身

に
つ
け
ま
す
。

◆
申
込
方
法

「
政
策
塾
申
込

書
」
を
６
月
23
日
（
土
）
ま

で
に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
―

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ル
テ
ィ
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.parti.jp/

）
か
ら
申
込

書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
申
込

み
が
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
パ
ル
テ
ィ
と
ち

ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

1
665
―
８
３
２
３

税
務
職
員
採
用
試
験

◆
受
験
資
格

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者
お
よ
び
平
成
25
年
３
月
ま

で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
卒
業
見
込
み
の
者

◆
受
験
申
込
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

６
月
26
日
（
火
）
９
時
〜
７

月
５
日
（
木
）（
受
信
有
効
）

○
郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
み

７
月
２
日（
月
）〜
10
日（
火
）

（
７
月
10
日
ま
で
の
通
信
日

付
印
有
効
）

◆
試
験
日

第
１
次
試
験
９
月
９
日（
日
）

◆
問
合
せ
先
　
関
東
信
越
国
税

局
　
人
事
第
二
課
　
試
験
係

1
048
―
600
―
３
１
１
１

内
線
２
０
９
５
・
２
０
９
７

ＳＴＯＰ！不法電波

６
月
１
日
か
ら
10
日
は
、「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す
。

◆
問
合
せ
先
　
関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

1
03
―
６
２
３
８
―
１
９
３
９

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

1
03
―
６
２
３
８
―
１
９
４
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

1
03
―
６
２
３
８
―
１
９
４
４

業務改善助成金のご案内

事業場内で時間額が800円未
満の労働者の賃金を計画的に
800円以上に引き上げる中小企
業事業場が、賃金引上げに資
するために、設備機器導入等
の業務改善を行う場合に、業
務改善の経費の２分の１（上限
100万円）を支援する制度です。
◆問合せ先
栃木労働局　賃金室
1６３４―９１０９



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/13

平
成
24
年
度
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

◆
日
時

10
月
28
日
（
日
）

10
時
〜
12
時

◆
会
場

○
第
１
会
場

宇
都
宮
大
学

○
第
２
会
場

と
ち
ぎ
健
康
の
森

◆
試
験
案
内
書（
申
込
書
）の
配
布

○
配
布
期
間

６
月
18
日
（
月
）
〜

○
配
布
場
所

【
月
〜
日
曜
日
】

町
健
康
福
祉
課

と
ち
ぎ
健
康
の
森
総
合
受
付

【
月
〜
金
曜
日
】

県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
保
健
福
祉
部
高
齢
対
策
課

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

※
点
字
用
を
希
望
の
方
に
は
、

無
料
で
郵
送
し
ま
す
。

◆
受
験
申
込
み
の
受
付

○
受
付
期
間

７
月
２
日（
月
）

〜
18
日
（
水
）

○
受
付
方
法

試
験
案
内
書
に

同
封
の
封
筒
で
簡
易
書
留
に

て
送
付

◆
受
験
料

７，
７
０
０
円

◆
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康

福
祉
協
会
　
事
業
部

1
650
―
５
５
８
７

催　

し

催　

し

催　

し

催　

し

催　

し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

れ
ん
げ
そ
う

１．

て
ん
と
う
む
し
ク
ラ
ブ

遊
び
が
持
続
し
な
い
、
育
て

に
く
い
、成
長
に
不
安（
言
葉
・

食
事
・
こ
だ
わ
り
）
が
あ
る
お

母
さ
ん
、
保
育
士
・
看
護
師
と

一
緒
に
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

６
月
26
日
（
火
）

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

◆
場
所

れ
ん
げ
そ
う

◆
対
象

未
就
学
児
と
保
護
者

◆
講
師

保
育
士
・
看
護
師

◆
そ
の
他

予
約
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
人
数
確
認
の

た
め
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
開
催
時
間
中
、

支
援
室
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２．

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

◆
日
時

７
月
11
日
（
水
）

10
時
〜
10
時
45
分

◆
場
所

に
じ
い
ろ
保
育
園

ホ
ー
ル

◆
講
師

ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
協
会

会
員
　
福
田
　
光
子
氏

◆
対
象

未
就
学
児
と
保
護
者

◆
定
員

20
組

◆
持
ち
物

飲
み
物

◆
そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
開
始

６
月
28
日
（
木
）
〜

※
申
込
み
は
、
れ
ん
げ
そ
う
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

３．
な
の
は
な
畑（
お
母
さ
ん
教
室
）

◆
日
時

６
月
27
日
（
水
）

10
時
30
分
〜

◆
場
所

に
じ
い
ろ
保
育
園

◆
内
容

育
児
講
座（
講
演
会
）

「
子
育
て
の
悩
み
解
消
に
向

け
て
」

◆
講
師

岡
本
特
別
支
援
学
校

教
諭
　
滝
　
浩
子
　
氏

◆
受
付
開
始

６
月
13
日（
水
）

９
時
30
分
〜

◆
そ
の
他

当
日
は
保
育
参
観

の
た
め
、
保
育
園
と
の
合
同

講
演
会
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
れ
ん

げ
そ
う

1
676
―
１
９
５
５

児
童
館
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

１．

み
ん
な
で
お
や
つ

〜
親
子
で
楽
し
む
お
や
つ
タ
イ

ム
〜

◆
日
時

６
月
22
日
（
金
）

10
時
30
分
〜
11
時

◆
場
所

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

◆
対
象

１
歳
以
上
の
未
就
園
児

◆
定
員

15
名
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

１
０
０
円

◆
持
ち
物

飲
み
物

◆
受
付
開
始

６
月
４
日（
月
）

10
時
〜

２．

に
こ
に
こ
サ
ロ
ン

〜
栄
養
相
談
〜

ミ
ル
ク
や
離
乳
食
等
、
お
子

さ
ん
の
食
に
関
し
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
を
、
栄

養
士
さ
ん
と
気
軽
に
お
話
し
し

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

６
月
14
日
（
木
）

10
時
〜
12
時

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
場
所

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

◆
対
象

ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

無
料

３．

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

〜
楽
し
、
懐
か
し
、
美
味
し
、

み
ん
な
の
居
場
所
〜

◆
日
時

６
月
９
日
（
土
）
・

23
日
（
土
）

◆
場
所

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

◆
対
象

ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

無
料
（
駄
菓
子
、

缶
バ
ッ
チ
は
有
料
）

◆
内
容

だ
が
し
や
、缶
バ
ッ
チ
、

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ（
９
日
の

み
）、民
生
委
員
さ
ん
と
一
緒
に

あ
そ
ぼ
う
！（
９
日
の
み
）

◆
問
合
せ
先

児
童
館
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

1
680
―
１
３
１
１

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

１．

エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー

〜
里
山
で
生
き
物
探
し
＆
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
〜

◆
日
時

６
月
16
日
（
土
）

10
時
〜
15
時

◆
場
所

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か

ね
ざ
わ
周
辺
の
里
山

◆
指
導

伊
村
務
先
生
・
自
然

教
室
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
レ
ン
ド

◆
参
加
費

無
料

◆
定
員

20
名
程
度

◆
持
ち
物

昼
食
・
飲
み
物
・
レ

イ
ン
コ
ー
ト（
小
雨
の
場
合
）

※
野
外
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
服

装
※
雨
天
時
は
、室
内
で
生
き
物

の
話
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

２．

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
ゴ
ー
ヤ

の
苗
の
無
料
配
布

〜
夏
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
＆
コ
ン

テ
ス
ト
の
参
加
者
の
た
め
に
〜

ゴ
ー
ヤ
の
苗
（
Ｊ
Ａ
し
お
の

や
提
供
）
を
大
切
に
育
て
て
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
配
布
日
時

６
月
１
日（
金
）

〜
３
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

◆
配
布
会
場

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

1
680
―
２
０
８
０
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図
書
館
講
座

「
高
根
沢
町
再
発
見
」

◆
日
時

６
月
10
日
（
日
）

10
時
〜
11
時

◆
場
所

図
書
館
中
央
館
２
階

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

◆
題
目

宇
津
救
命
丸
と
高
根
沢

◆
講
師

海
老
原
　
郁
雄
　
氏

※
１
階
展
示
ロ
ビ
ー
に
て
「
宇

津
救
命
丸
の
歴
史
」
を
展
示

し
ま
す
。
期
間
は
、
６
月
５

日
（
火
）
〜
10
日
（
日
）

◆
問
合
せ
先
　
図
書
館
中
央
館

1
675
―
６
５
３
１

第
２
回
こ
ど
も
ま
つ
り

〜
み
ん
な
え
が
お
で
手
を
つ

な
ご
う
〜

◆
日
時

６
月
10
日
（
日
）

９
時
30
分
〜
14
時

◆
場
所

町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
町
民
広
場
内
）

◆
内
容

①
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
・
園
児
達
に
よ
る

協
力
出
演
が
あ
り
ま
す
。

②
児
童
館
（
み
ん
の
ひ
ろ
ば
・

き
の
こ
の
も
り
）
に
よ
る
工

作
や
バ
ッ
チ
作
り
、
楽
し
い

ゲ
ー
ム
（
割
り
ば
し
鉄
砲
・

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
）
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

③
売
店
（
カ
レ
ー
・
駄
菓
子

屋
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
）
で
は

美
味
し
い
食
べ
物
を
た
く
さ

ん
販
売
し
ま
す
。

◆
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
次
世

代
た
か
ね
ざ
わ

◆
問
合
せ
先

次
世
代
た
か
ね
ざ
わ

1
666
―
５
４
１
０

第
１
回
　
親
子
で
楽
し
む

ふ
れ
あ
い
交
流
〜
七
夕
〜

七
夕
の
飾
り
を
作
っ
て
、
大

き
な
笹
に
飾
り
付
け
を
し
ま

す
。
材
料
や
道
具
は
用
意
し
ま

す
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

６
月
28
日
（
木
）

10
時
〜
11
時
30
分

※
受
付
開
始
９
時
30
分
〜

◆
場
所

図
書
館
中
央
館

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
　

◆
対
象

未
就
学
児
と
保
護
者

◆
そ
の
他

飲
み
物
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆
主
催

家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
た
か
ね
会

◆
問
合
せ
先
　
た
か
ね
会
代
表

志
渡
　
博
子1

675
―
４
８
３
２

い
。
補
聴
器
を
買
っ
た
け
ど
雑

音
ば
か
り
で
効
果
が
思
う
ほ
ど

な
い
。
そ
ん
な
悩
み
、
あ
り
ま

せ
ん
か
？

補
聴
器
は
よ
く
調
整
し
、
き

ち
ん
と
装
用
さ
れ
リ
ハ
ビ
リ
を

重
ね
た
ら
そ
の
効
果
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
補
聴
器
、

人
工
内
耳
の
こ
と
な
ど
、
き
こ

え
に
つ
い
て
の
悩
み
を
お
聞
き

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

６
月
24
日
（
日
）

10
時
〜
12
時

※
以
後
、
毎
月
第
４
日
曜
日

◆
場
所

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

４
階
４
０
４
会
議
室

◆
相
談
内
容

①
難
聴
者
の
困
り
ご
と
個
別
相

談
（
身
体
障
が
い
者
相
談
員

が
相
談
を
受
け
ま
す
。）

②
補
聴
器
相
談
（
補
聴
器
専
門

店
の
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
販
売
は
し
ま
せ
ん
。）

③
人
工
内
耳
相
談
（
人
工
内
耳

を
使
用
し
て
い
る
方
が
相
談

を
受
け
ま
す
。）

④
難
聴
者
に
役
立
つ
機
器
の
試

用
と
情
報
の
配
布
な
ど

◆
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
中
途
失

聴
・
難
聴
者
協
会

1
０
２
８
５
―
51
―
１
３
２
５

Fax
０
２
８
５
―
51
―
１
３
２
６

tcnks58@
sky.ucatv.ne.jp

相　

談

相　

談

相　

談

相　

談

相　

談

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷

看
護
専
門
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

◆
日
時

６
月
23
日
（
土
）

９
時
30
分
〜
12
時

◆
場
所

国
際
医
療
福
祉
大
学

塩
谷
看
護
専
門
学
校

◆
応
募
方
法

希
望
さ
れ
る
方

は
、
本
校
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先
　
国
際
医
療
福
祉

大
学
塩
谷
看
護
専
門
学
校

1
０
２
８
７
―
44
―
２
３
２
２

心
配
ご
と
相
談

◆
日
時

６
月
５
日
（
火
）

10
時
〜
14
時

◆
場
所

図
書
館
中
央
館

◆
相
談
員

所
　
長
　
大
野
　
　
稔

齋
藤
　
勇
次

外
山
　
勝
廣

補
聴
器
・
人
工
内
耳
・

難
聴
者
の
相
談
会

人
と
の
会
話
が
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
楽
し
め
な

土屋はかせ塾のお知らせ
「土屋はかせ塾」は随時塾生を募集しています。
開催日に直接教室にお越しください。
◆スケジュール

◆対　象 子供から大人まで、興味のある方ならどなたでも
（小学校高学年以上なら一人でも出来る実験をします。）

◆参加料 無料（遠征塾は実費負担）
◆問合せ先　町生涯学習課　1６７５―３１７５

回

１

２

３

４

５

６

日　　　時

６月16日（土）10時～12時

７月26日（木）８時～17時

８月25日（土）10時～12時

10月20日（土）10時～12時

12月８日（土）10時～12時

２月２日（土）10時～12時

内　　容（場　　所）
色が出る不思議なコマ作り
（図書館仁井田分館）
遠征塾（館外研修）
詳しくは広報たかねざわ７月号で！
金魚と遊ぼう（図書館中央館・調理室）
モーターを作ろう
（図書館仁井田分館）
クリスマスキャンドルを作ろう
（図書館仁井田分館）
電気クラゲを飛ばそう
（図書館仁井田分館）
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第16回熱気球ふれあいin高根沢　開催のお知らせ
◆日　時 ７月７日（土）７時30分～13時（※雨天、強風時は熱気球搭乗はありません。）
◆会　場 キリン体育館・運動場
◆主　催 熱気球ふれあい事業実行委員会
◆参加申込み・問合せ先　高根沢町　障がい児者生活支援センター　すまいる

Tel.６７５―２１６３（10:30～14:00） Fax.６７５―２２７４
E-mail：with.balloon@enjoy.email.ne.jp（できる限りE-mailかFaxにてお申込みください。）

今回で16回目となるこの事業は、自閉症などの発達障がい、または知的障がいをもつお子さんがいる
ご家族を対象としています。昨年11月の事業では35家族が参加し、ボランティア95名（内、中・高生25
名）の協力を得て行われました。

参加者募集
◆参加対象

自閉症などの発達障がい、または知
的障がいをもつお子さんがいる家族
◆申込期限 ６月29日（金）
◆参 加 費 500円／１家族

＋50円／１人（保険料）
◆企画内容
・熱気球体験搭乗、
ミニ気球作り
・「AKIRA」ミニ
コンサート
・ダンボールクラ
フト、お楽しみイベント
・お母さんのリラックスコーナー

ボランティア募集
町内在住の中・高校生、大学生大歓迎です。お気軽にお申
込みください。
◆ボランティア活動内容
参加家族の交流サポート、熱気球搭乗体験のサポート
ミニ気球作り等のサポート
◆申込期限 ６月22日（金）

ボランティア事前説明会のご案内
本事業への理解を深めるために、事前説明会への参加をお
勧めします。
◆日時 ６月30日（土） ９時30分～11時30分
◆会場 町民広場内　改善センター（宝積寺駅からの送迎あり）
◆説明会内容 自閉症等発達障がい、知的障がいについて

当日のボランティア活動について

体験教室（無料）
木工教室・キャンド
ルづくり・ミニ気球
づくり・せっけんづ
くり　など

ステージ発表
ウエスト・ファンフ
ァーレ・ハーモニー
高根沢・アロハ・ホ
アピリ　など

その他、展示発表、模擬
店など盛りだくさんZ
※天候によりイベント内
容は変更となる場合があ
ります。

※内容は予告なく変更になる場合があります。

◆問合せ先　元気あっぷむら
1６７６―１１２６

◎お願い：当日は会場の都合により、資源回収ス
テーションと館内リサイクルショップのご利用
が出来なくなります。ご協力をお願いします。

◆問合せ先　エコ・ハウスたかねざわ
1６８０―２０８０

元気あっぷむら開業
15周年記念感謝祭
元気あっぷむら開業
15周年記念感謝祭
元気あっぷむら開業
15周年記念感謝祭
元気あっぷむら開業
15周年記念感謝祭
６月２日 土 ・３日 日 　10時～15時

元気あっぷむら特設会場
６月３日 日 　10時～14時

エコ・ハウスたかねざわおよびその周辺

エコ・ハウスたかねざわ９周年記念イベント
第８回エコ・フェスタ開催
エコ・ハウスたかねざわ９周年記念イベント
第８回エコ・フェスタ開催
エコ・ハウスたかねざわ９周年記念イベント
第８回エコ・フェスタ開催
エコ・ハウスたかねざわ９周年記念イベント
第８回エコ・フェスタ開催

木工教室は、貯金箱
づくり・マイプレ
ートづくりなど数
に限りがあります。

6/2ステージイベント
〇記念式典
〇湧泉太鼓
〇お猿さんショー
〇TMGダンススクー
ルによるダンスパ
フォーマンス
〇ゆるキャライベント

など

6/3ステージイベント
〇琉球国祭り太鼓栃木
支部によるエイサー
〇こばと保育園による
マーチングバンド
〇TMGダンススクー
ルによるダンスパ
フォーマンス
〇ゆるキャライベント

など

模擬店 高根沢ちゃんぽん・長崎県雲仙市、岩手県
陸前高田市ミニ物産展・海鮮焼き・焼きそば　など
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
27
28
29

山の下、宿、石沼
吹上、木内、やなぜ
めぐりや、般若塚
西 根
金 井
栗 ヶ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田
中 郷
太 田
桑 窪
上 柏 崎
亀 梨
中 柏 崎
下 柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
上 阿 久 津 中 妻
中 阿 久 津 東

齋　藤　誠　治
小　林　正　明
高　瀬　英　男
阿久津　一　郎
檜　山　一　好
大　谷　重　雄
岩　原　辰　夫
鈴　木　　　司
荒　井　文　昭
奥　畑　賢　一
岡　本　正　範
鈴　木　一　久
坪　山　明　弘
◎笠　倉　正　矩
川　島　久　夫
加　藤　　　章
檜　山　和　市
齋　藤　勇　次
古　口　光　夫
古　口　政　利
中　川　博　迪
小　林　良　久
中　島　憲　一
小　林　正　文
仲　澤　正　男
小　林　一　久
阿久津　哲　男

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

上 高 南 部
上 高 中 部
西 根
金 井
栗 ケ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
花 岡 西 下
花 岡 西 上
花 岡 東 上
花 岡 東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田

齋　藤　浩　光
小　池　正　夫
岡　田　愼　一
野　中　信　夫
渡 博　幸
戸井田　和　明
古　口　順　大
荒　井　文　昭
丸　山　功　一
秋　本　榮　一
小　堀　富士夫
◎中　山　喜美一
吉　村　光　弘
加　藤　　　孝

邊

齋　藤　誠　治
小　林　正　明
高　瀬　英　男
阿久津　一　郎
〇檜　山　一　好
坂　本　忠　次
戸井田　文　夫
鈴　木　芳　典
山　本　康　夫
福　田　正　幸
岡　本　　　武
鈴　木　　　宏
滝　口　浩　一
〇岩　崎　公　熙
小　池　一　己
七　井　　　誠
山　田　恵　美
鈴　木　利　明
小　林　治　彦
古　口　政　利
矢　口　信　夫
小　林　國　一
荒　井　　　繁
齋　藤　芳　司
篠 光　政
小　林　一　久
阿久津　哲　男

﨑

堀　井　久　雄
齊　藤　隆　子
阿久津　道　勝
上　野　公　義
鈴　木　　　豊
鈴　木　裕　一
永　島　要　男
野　澤　保　雄
鈴　木　一　男
福　田　正　治
細　井　三　男
加　藤　公　夫
横　田　順　一
荻　原　隆　二
須　藤　信　之
野　中　邦　夫
落　合　清　一
野　中　昭　一
見　目　知　秀
中　村　　　清
齋　藤　敏　男
◎熱　海　　　宏
鈴　木　喜代巳
仙　波　清　之
本　庄　　　忠
吉　田　忠　雄
宮 剛　治﨑

堀　井　久　雄
大　金　和　則
阿久津　道　勝
上　野　公　義
鈴　木　　　豊
鈴　木　裕　一
永　島　要　男
野　澤　保　雄
鈴　木　伊佐雄
福　田　正　治
細　井　三　男
加　藤　公　夫
加　藤　芳　秀
荻　原　隆　二
須　藤　信　之
野　中　邦　夫
落　合　清　一
野　中　昭　一
見　目　知　秀
中　村　　　清
齋　藤　敏　男
〇熱　海　　　宏
中　田　法　璋
仙　波　清　之
〇牧　　　恒　男
阿　部　敦　子
澁　谷　　　治

中 台
石神、さぎのや

東
宮 下
関 場
西 大 谷
天 沼
笹 原
向 原

宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
天 神 坂
西 町
宝 積 寺 中
宝 積 寺 上
中 阿 久 津 西
台 の 原
宝 積 寺 下
東 町 北 区
東 町 中 区
東 町 南 区
光 陽 台
宝 石 台
フローラルアベニュー

30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
47
48
49
50
52
54
55
56
57
58
59

区 区　　域 区 長 氏 名 保健委員氏名 区　　域 区 長 氏 名 保健委員氏名区

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

中 郷
太 田
桑 窪
台 新 田
柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
中 妻
中 阿 久 津
中 台
宝 積 寺
大 谷
笹 原

舟　生　利　男
古　郡　宣　男
黒　崎　利　勝
手　塚　　　誠
大　嶋　　　丘
〇鈴　木　理　平
小　池　正　信
菊　地　正　明
増　渕　道　夫
加　藤　正　夫
平　　　正　徳
石　川　勝　男
鈴　木　秀　男
露　木　勇　一

29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

向 原
宿
原

柳 林
籠 関
赤 堀
天 神 坂
西 町
東 町 北 区
東 町 中 区
東 町 南 区
光 陽 台
宝 石 台
フローラルアベニュー

大　谷　喜　男
栃　村　　　昇
細　井　三　男
加　藤　公　夫
加　藤　芳　秀
中　澤 司
須　藤　信　之
川　又　　　好
林　　　要　作
吉　澤　政　夫
佐　藤　晴　彦
菊　池　千　秋
〇赤　羽　　　卓
高　橋　宏　之

廣

No. 公 民 館 名 館 長 名 No. 公 民 館 名 館 長 名 No. 公 民 館 名 館 長 名

区長および保健委員

公民館長

町行政区長・保健委員・公民館長・
農事組合長をご紹介します（敬称略）

自治公民館連絡協議会の正副会長
◎は会長、〇は副会長

区長会、保健委員会の正副会長
◎は会長、〇は副会長

平成24年度
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

上高南部
上高中部
上高東部
西 根
金 井
栗 ケ 島
寺 渡 戸
西 高 谷
西 下
西 上
東 上
東 下
仁 井 田
東 高 谷
上 太 田

阿久津　秀　男
小　池　　　一
赤　羽　功　充
岩　本　　　健
鈴　木　孝　之
鈴　木　正　夫
山　本　照　夫
鈴　木　誠　一
小　池　　　徹
鈴　木　秀　夫
岡　本　俊　夫
◎村　上　忠　志　
齋　藤　伸　夫
荒　井　　　博
宇　塚　孝　之

№ 組合名 組 合 長 名

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

中 郷
太 田
桑 窪
台 新 田
柏 崎
飯 室
文 挾
伏 久
中 妻
中 東 台
石神・さぎのや
大 谷 東
大谷宮下
大谷関場
西 大 谷

〇見　目　　　崇
見　目　美千夫
仲　山　一　三
古　口　善　司
鈴　木　安　美
青　木　清　市
手　塚　　　実
小　堀　貴己夫　
郷　間　政　功
野　中　　　守
齊　藤
阿久津　道　勝
石　塚　清　己
齋　藤　武　男
鈴　木　裕　一

№ 組合名 組 合 長 名

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

大谷天沼
笹 原
向 原
石 末 宿
石 末 原
柳 林
籠 関
赤 堀
宝 中
宝 上
中 西
台 ノ 原
宝 下
西町・東町

永　島　正　志
若　色　一　郎
鈴　木　伊佐雄
小　川　和　男
矢田部　公　一
加　藤　朋　弘
篠 一　己
小　林　　　仲
〇小　堀　良　三
野　中　昭　一
野　中　知　明
谷田貝　博　司
野　中　勝　一
山 英　男﨑

﨑

№ 組合名 組 合 長 名

農事組合長 農事組合長会の正副会長
◎は会長、〇は副会長

〔敬称略〕〔敬称略〕〔敬称略〕

Takanezaw
a aino kikinn

た
か
ね
ざ
わ
愛
の
基
金（
敬
称
略
）

○
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

１
０，

２
９
０
円

ち
ょ
っ
蔵
広
場
５
周
年
記
念
祭
「
出
張
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た

か
ね
ざ
わ
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）」
売
上
金
を
寄
付

○
ハ
イ
パ
ー
プ
リ
ン
ス
高
根
沢

５，

７
１
２
円

災
害
復
旧
の
た
め
寄
付

○
匿
名

４，

１
９
２
円

愛
の
基
金
と
し
て
寄
付

４
月
30
日
現
在
合
計
額

１
３
２，

５
０
８，

４
３
３
円

町
へ
の
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た（
敬
省
略
）

町スポーツ少年団親善ソフトボール大会結果
４月21日（土） 石末運動場

≪優　勝≫ ＨＯＫＵＴＯ．ＳＢＣ
≪準優勝≫ 阿久津エンジェルス

第32回全日本学童軟式野球
塩谷ブロック大会｢高根沢地区｣大会結果

４月21日（土） 町民広場野球場
≪優　勝≫ 高根沢西スポーツ
≪準優勝≫ 高根沢キッズＢＣ

第55回町長杯争奪野球大会結果
４月15日（日）・22日（日）町民広場野球場

≪優　　　勝≫ ピストンズ
≪準　優　勝≫ 高根沢OB
≪最優秀選手≫ 野中裕介（ピストンズ）
≪優 秀 選 手≫ 早川浩史（高根沢OB）
≪優 秀 監 督≫ 菊地宏康（ピストンズ）

第10回県東部地区ショートテニス大会結果
３月25日（日）キリン体育館

◇一般の部
≪優　勝≫ 鈴木晴美・仲澤聖人
≪準優勝≫ 横山虎之介・横山幸子
◇ファミリー高学年の部
≪優　勝≫ 神保佳奈・神保綾野
≪準優勝≫ 齋藤茉優・横山虎之介



Eメールアドレス　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 18

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
　
さ
く
ら
祭
り

「
春
・
桜
麺
」
が
登
場
!!

わ
れ
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
を
彩

る
桜
に
優
雅
な
趣
が
添
え
ら
れ
、

訪
れ
た
方
々
は
、
春
爛
漫
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

４
月
16
日
、
製
品
開
発
の
拠

点
と
し
て
情
報
の
森
と
ち
ぎ
内

に
栃
木
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
構

え
る
株
式
会
社
ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク

か
ら
、
創
立
50
周
年
を
記
念
し

て
、
町
に
ホ
ン
ダ
イ
ン
バ
ー
タ

発
電
機
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
発
電

機
は
、
災
害
対
応
用
と
し
て
使

ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク
か
ら

発
電
機
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
春
季
家
庭
緑
化
用
苗
木
配

布
会
」
が
、
４
月
18
日
に
役
場

前
庭
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
色
鮮
や
か
な
西

洋
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
苗
木
が
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
開
始
時
間
前
か
ら

た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
り
長
い

列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
配

布
が
始
ま
る
と
高
橋
克
法
町
長

ら
か
ら
西
洋
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
苗

木
１
５
０
本
が
皆
さ
ん
に
手
渡

さ
れ
、「
緑
の
募
金
」
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
を
与

え
て
く
れ
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
大

切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。

５
月
13
日
、
高
根
沢
消
防
署

に
お
い
て
町
消
防
団
規
律
実
技

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
団
員
を
含
む
１
２
４
名

の
団
員
が
訓
練
に
参
加
し
、
高

根
沢
消
防
署
員
17
名
の
指
導
に

よ
り
、
火
災
や
水
害
な
ど
の
災

害
に
備
え
て
班
別
訓
練
、
総
合

訓
練
、
ポ
ン
プ
車
取
扱
訓
練
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
こ
う
し
た
訓
練

を
通
し
て
、
防
災
知
識
と
技
術

の
向
上
に
努
め
地
域
を
守
っ
て

い
ま
す
。

平成24年度消防団夏季点検
・消防ポンプ操法競技会

消防団員の雄姿を
ぜひ見てください

消防団員が、日頃の厳しい訓練の成
果を披露します。
どなたでも自由に見学することがで

きますので、ぜひ会場へお越しいただ
き、あなたの地域の消防団員の雄姿を
ご覧ください。
◆日時 ６月23日（土）
〇夏季点検　　　　　８時～
〇ポンプ操法競技会　９時～

◆場所 町民広場駐車場
◆問合せ先
町地域安全課　1６７５－８１１０

春
季
家
庭
緑
化
用

苗
木
の
配
布
会

４
月
22
日
、
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
に
お
い
て
、
さ
く
ら
祭
り
が

開
催
さ
れ
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
の
会
場
で
は
、

栃
木
照
る
照
る
坊
主
の
会
が
開

発
し
た
当
日
限
り
の
限
定
ラ
ー

メ
ン
「
春
・
桜
麺
」
が
登
場
し
、

さ
く
ら
市
か
ら
訪
れ
た
岡
本
さ

ん
ご
夫
妻
は
「
美
し
い
彩
り
は

春
ら
し
く
、
あ
っ
さ
り
と
し
た

塩
味
で
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
」
と
、
こ
の
日
限
り
の
ラ
ー

メ
ン
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
雅
楽
の
演
奏
や

お
茶
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

消
防
団
が
規
律
実
技
訓
練
を
実
施
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ま
ぶ
た
が
赤
く
腫
れ
て
痛

い
。
眼
科
の
外
来
で
と
き
ど
き

み
ら
れ
る
症
状
で
す
。
だ
い
た

い
は
「
麦
粒
腫

ば
く
り
ゅ
う
し
ゅ

」
と
い
う
病
気

で
、い
わ
ゆ
る「
も
の
も
ら
い
」。

こ
う
聞
く
と
、
誰
か
か
ら
も
ら

っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す

が
、
実
は
「
も
の
も
ら
い
」
は

伝
染
し
ま
せ
ん
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰

に
で
も
起
こ
る
病
気
で
す
。
ま

ぶ
た
の
周
り
を
軽
く
指
で
押
し

て
み
る
と
、
１
ヵ
所
だ
け
と
て

も
痛
い
場
所
が
あ
る
の
が
ふ
つ

う
で
す
。
バ
イ
菌
（
細
菌
）
が
、

睫
毛

ま
つ
げ

の
根
元
に
あ
る
皮
脂
腺
や

汗
腺
、
ま
ぶ
た
の
フ
チ
に
並
ん

で
い
る
脂
の
分
泌
腺
（
マ
イ
ボ

ー
ム
腺
）
の
中
に
入
り
込
み
、

急
性
の
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る

状
態
で
す
。

こ
ん
な
症
状
に
気
づ
い
た

ら
、
ま
ず
よ
く
冷
や
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
氷
を
入
れ
た
小
さ
な

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
凍
ら
せ
た
保
冷

剤
を
う
す
い
布
で
包
み
、
そ
っ

と
ま
ぶ
た
の
上
に
乗
せ
て
お
き

ま
す
。
こ
う
す
る
と
痛
み
が
和

ら
ぎ
、
ま
ぶ
た
の
腫
れ
も
少
し

ず
つ
退
い
て
き
ま
す
。そ
し
て
、

な
る
べ
く
早
い
機
会
に
眼
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

眼
科
で
は
、
抗
菌
剤
の
点
眼

や
軟
膏
、
内
服
薬
（
飲
み
薬
）

を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
ま
ぶ

た
の
表
面
や
裏
側
に
白
っ
ぽ
い

膿
点
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

切
開
し
て
排
膿
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

生
活
上
の
注
意
で
す
が
、
血

液
の
循
環
が
良
く
な
る
と
、
腫

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
痛
み
が

強
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、

運
動
や
飲
酒
は
な
る
べ
く
控

え
、
お
風
呂
で
長
湯
を
す
る
こ

と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、こ
の
麦
粒
腫
の
他
に
、

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
に
は
、
添
削
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
末
で
す
。
町
企
画
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ま
ぶ
た
に
で
き
る
代
表
的
な
病

気
と
し
て
「
霰
粒
腫

さ
ん
り
ゅ
う
し
ゅ

」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
ぶ
た
に
コ

リ
コ
リ
し
た
し
こ
り
を
つ
く
る

病
気
で
、
ふ
つ
う
痛
み
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ぶ
た
の
フ
チ
に
並

ん
で
い
る
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
の
出

口
が
詰
ま
り
、
分
泌
で
き
な
い

脂
分
が
ま
ぶ
た
の
中
に
貯
ま
っ

て
し
ま
い
、
慢
性
的
な
炎
症
を

起
こ
し
て
い
る
状
態
で
す
。
バ

イ
菌
に
よ
る
感
染
で
は
な
い
の

で
、
抗
菌
剤
を
使
用
し
て
も
あ

ま
り
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

こ
り
が
小
さ
い
う
ち
は
何
も
せ

ず
経
過
を
み
ま
す
が
、
治
る
ま

で
１
ヵ
月
以
上
か
か
る
こ
と
が

多
く
、す
ぐ
に
は
治
り
ま
せ
ん
。

し
こ
り
が
大
き
く
な
っ
て
目
が

開
き
に
く
い
よ
う
な
場
合
は
、

切
開
し
て
中
身
を
掻
き
出
す
よ

う
な
処
置
（
手
術
）
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※
ご
意
見
、
ご
質
問
、
取
り
上

げ
て
欲
し
い
病
気
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
「
〒
３
２
９
―
１
３

１
２
さ
く
ら
市
桜
野
１
３
１
９

―
３
　
さ
く
ら
市
氏
家
保
健
セ

ン
タ
ー
内
　
塩
谷
郡
市
医
師

会
」
ま
で
お
便
り
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

森
　
富
男
（
宝
積
寺
）
選

町
文
化
協
会
俳
句
会
選

町
文
化
協
会
川
柳
会
選

塩
谷
郡
市
医
師
会
コ
ラ
ム

第
３
回

「
も
の
も
ら
い
」
は

う
つ
り
ま
せ
ん

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

眼
科
　
上
田
　
昌
弘

ま　
　
　

   

め

短
　
歌

人
生
の
命
の
位
置
決
め
進
み
ゆ
く

納
得
の
時
へ
総
仕
上
げ
の
齢
へ

水
谷
　
兄
子
（
宝
積
寺
）

花
び
ら
の
上
を
転
が
し
て
グ
ラ
ゴ
ル
の

球
追
う
老
友

と
も

ら
陽
に
輝
け
る

村
上
　
津
弥
（
伏
　
　
久
）

育
子
ち
ゃ
ん
に
出
逢
へ
ば
忽
ち
甦
り

入
学
児
は
遠
く
今
此
に
笑
み
交
わ
す

鈴
木
ハ
ル
イ
（
宝
積
寺
）

何
時
も
辛
い
せ
ん
べ
い
布
団
も
こ
の
夏
は

薄
く
て
涼
し
く
感
じ
ち
ゃ
う
よ

関
　
喜
久
子
（
光
陽
台
）

君
と
往
く
那
須
の
緑
の
鮮
や
か
に

は
た
暗
ら
ぐ
ら
と
梅
雨
の
晴
れ
間
を

船
山
　
富
美
（
宝
積
寺
）

俳
　
句

繙
き
し
ま
ま
の
上
巻
四し

月
尽

が
つ
じ
ん

藤
井
　
英
子
（
宝
積
寺
）

し
な
や
か
に
乙
女
の
包
む
柏
餅

齋
藤
　
フ
ミ
（
宝
積
寺
）

ア
ス
パ
ラ
に
勝
て
ぬ
ま
で
も
と
つ
く
し
の
子

綱
川
　
秀
夫
（
石
　
　
末
）

待
つ
日
々
も
過
ぎ
て
行
く
日
々
飛
花
落
花

ひ
か
ら
っ
か

戸
田
　
睦
朗
（
中
阿
久
津
）

幼
子
を
宥な

だ

め
る
窓
辺
花
の
雨

佐
藤
　
典
子
（
宝
石
台
）

川
　
柳

そ
こ
ま
で
の
散
歩
つ
い
で
に
友
が
寄
る

武
井
　
　
暉
（
宝
積
寺
）

自
転
車
も
時
に
凶
器
と
な
る
怖
さ

綱
川
　
秀
夫
（
石
　
　
末
）

一
身
上
と
て
も
都
合
の
い
い
言
葉

小
泉
　
洋
子
（
宝
積
寺
）

身
も
軽
く
歩
く
幸
せ
噛
み
締
め
る

後
藤
ま
も
る
（
太
　
　
田
）

健
康
が
何
頼
り
趣
味
の
山
歩
き

桧
山
　
圭
介
（
桑
　
　
窪
）
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歴史民俗資料館

新
年
度
企
画
展
が
ス
タ
ー
ト

平
成
24
年
度
と
な
っ
て
早
２

ヶ
月
、
歴
史
民
俗
資
料
館
も
自

然
写
真
展
・
花
嫁
衣
装
展
・
彫

刻
展
と
新
年
度
の
企
画
展
が
始

ま
り
ま
し
た
。
近
隣
資
料
館
で

も
新
年
度
の
事
業
が
展
開
中
で

す
。
な
か
で
も
、
新
装
開
館
し

た
矢
板
市
郷
土
資
料
館
は
旧
石

器
の
展
示
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
と
は

戦
後
の
経
済
発
展
に
伴
っ

て
、
各
地
の
大
規
模
な
開
発
及

び
都
市
化
が
進
展
し
て
、
多
く

の
歴
史
遺
産
が
消
失
す
る
現
象

が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
地
域
の
生
業
に
関
わ

る
生
活
資
料
を
後
世
に
伝
え
る

べ
く
、
千
葉
県
佐
倉
市
の
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
を
頂
点
に
、

県
市
町
立
の
資
料
館
が
各
地
に

誕
生
し
ま
し
た
。
移
築
さ
れ
た

茅
葺
き
の
農
家
、
唐
箕
や
石
臼

な
ど
の
農
具
の
展
示
公
開
施
設

が
そ
れ
で
す
。

各
館
が
熱
心
に
収
集
展
示
し

ま
す
の
で
、
来
館
者
が
「
芳
賀

で
見
た
」「
宇
都
宮
と
同
じ
」

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
近
隣

の
生
活
文
化
に
大
き
な
相
違
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
仕
方
の
な

い
こ
と
で
す
。

資
料
館
努
力
目
標

そ
こ
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は

微
妙
な
違
い
の
あ
る
こ
と
を
来

館
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
当
資
料
館
で
は
可
能
な

限
り
解
説
を
心
が
け
て
お
り
、

昨
年
度
の
小
学
校
の
歴
史
展
や

草
木
の
染
色
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

里
山
展
な
ど
、
来
館
者
の
み
な

ら
ず
近
隣
の
学
芸
員
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

各
資
料
館
の
今
後

こ
れ
か
ら
の
資
料
館
は
、
常

設
展
示
で
い
か
に
地
域
の
特
徴

を
出
せ
る
か
、
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
縦

横
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

来
館
者
が
よ
り
大
き
な
エ
リ
ア

の
歴
史
や
文
化
を
理
解
で
き
る

よ
う
一
翼
を
担
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
黒
曜
石
な
ら
矢
板
へ
、

縄
文
土
器
の
量
で
は
那
須
や
那

珂
川
流
域
へ
、
前
期
古
墳
な
ら

飛
山
へ
、
埴
輪
な
ら
芳
賀
へ
、

と
い
う
発
想
で
す
。
こ
れ
に
沿

う
自
慢
の
資
料
が
当
館
に
は
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
当
町
の
宝
と

し
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
館
の
展
示
品
自
慢

そ
れ
は
、
発
掘
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
出
土
品
で
す
。

上
の
原
遺
跡
の
12
号
土
坑
出

土
の
縄
文
土
器
も
当
館
の
自
慢

で
す
が
、
過
去
に
紹
介
し
た
の

で
こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
２
展
示
室
の
壁

際
に
並
ん
で
い
る
砂
部
遺
跡
の

土は

師じ

器き

群
で
す
。土
師
器
と
は
、

縄
文
土
器
、
弥
生
土
器
に
後
続

す
る
古
墳
時
代
以
降
の
土
器

で
、
大
陸
由
来
の
須す

恵え

器き

と
区

別
し
て
こ
う
呼
び
ま
す
。
鎌
倉

時
代
以
降
は
須
恵
器
の
技
法
に

押
さ
れ
て
衰
退
す
る
運
命
に
あ

る
土
器
な
の
で
す
。

な
ぜ
自
慢
な
の
か
。
そ
れ
は

４
世
紀
か
ら
10
世
紀
に
至
る
年

代
の
幅
の
広
さ
で
す
。
一
遺
跡

の
土
器
で
、
６
０
０
年
間
の
年

代
を
追
え
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
外
部
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
土
器
で
な

く
、
こ
こ
で
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
高
根
沢
の
土
器
の
変
遷
は

こ
う
だ
っ
た
、
と
い
え
る
大
変

貴
重
な
も
の
で
す
。
歴
史
時
代

の
土
器
な
ら
ど
う
ぞ
高
根
沢

へ
、
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る

も
の
な
の
で
す
。

（
文
化
財
嘱
託
員
　
鈴
木
勝
）

◆
歴
史
民
俗
資
料
館

1
６
７
５
―
７
１
１
７

開
　
館
　
９
時
〜
17
時

休
館
日
　
月
曜
日

歴
史
民
俗
資
料
館
自
慢

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　

じ　

き

  

〜
砂
部
遺
跡
の
６
０
０
年
間
の
土
師
器
群
〜

歴
史
民
俗
資
料
館
自
慢

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　

じ　

き

  

〜
砂
部
遺
跡
の
６
０
０
年
間
の
土
師
器
群
〜

高根沢高根沢
の

文化遺産文化遺産

高根沢
の

文化遺産

社会科見学で小学生も訪れます

〈企画展のご案内〉
刻まれた芸術品展
彫刻刀で緻密に彫られた日光彫・

刻字・竹はりなど、宝積寺在住の斎
藤佳久氏のすばらしい工芸品をご覧
ください。
◆期間 ６月10日（日）まで

平成 23年度　入館者数と企画展
月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

計

入館者数

414

508

670

865

629

870

1,245

896

949

498

530

543

8,617

企画展（入館者）
全日本写真連盟「第27回日本の自然」展
 4/ 8～ 4/ 24 （219人）
すずきふみおの世界
 4/ 29～ 5/ 22 （430人）
書・女流二人展
 5/ 28～ 6/ 19 （573人）
里山のいのちを映す草木染
 6/ 28～ 7/ 24 （796人）
戦中戦後のくらし（県立博物館移動博）
 7/ 28～ 8/ 28 （655人）
小学校の歴史展
 9/ 3～ 10/ 2 （881人）
パッチワーク・キルト展
 10/ 8～ 10/ 30 （1157人）
木版画展
 11/ 5～ 11/ 27 （805人）
高根沢町書道連盟代表・選抜展
高藝文會書展
みんなの年賀状展
 1/ 7～ 1/ 22 （321人）
たかね書道こども教室作品展
 1/ 28～ 2/ 10 （204人）
ひなまつり展
 2/ 18～ 3/ 4 （633人）
中学校卒業記念作品展
 3/ 9～ 4/ 1 （247人）
またのご来館をおまちしております

当町最古の土師器
砂部遺跡出土・古墳時代前期（４世紀）



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/21

社会福祉協議会コーナー

町民広場福祉センター内
1675̶4777

6953

（社協だより）

社
会
福
祉
法
人
高
根
沢
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
が
３
月
23
日
の

理
事
会
・
３
月
26
日
の
評
議
員

会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

（
☆
は
新
規
事
業
）

◆
地
域
福
祉
活
性
化
事
業

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
評
価

◆
地
域
福
祉
事
業

・
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

・
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
、
高
齢

者
世
帯
宅
へ
の
訪
問

・
対
象
者
名
簿
に
よ
る
関
係
機
関

と
の
連
携

・
日
常
生
活
用
具
貸
与
事
業

・
高
齢
者
宅
配
弁
当
（
ぐ
り
ー
ん

弁
当
）
へ
の
協
力

◆
介
護
予
防
事
業

・
介
護
予
防
教
室
（
は
っ
ぴ
ー
倶

楽
部
）
の
実
施

・
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
へ
の
協
力

◆
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
運
営

☆
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き
に

よ
る
食
堂
の
運
営

・
各
種
団
体
へ
の
会
議
室
貸
出

☆
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

☆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座

・
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
高
齢
者

サ
ー
ク
ル
活
動
の
促
進

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
強
化

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
講
座

☆
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
、

紹
介

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
助
成

・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
携

◆
福
祉
意
識
の
高
揚
事
業

・
町
広
報
「
社
協
コ
ー
ナ
ー
」
で

の
啓
発

・
社
協
だ
よ
り
の
発
行

・
町
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発

☆
在
宅
福
祉
ネ
ッ
ト
と
連
携
し
た

福
祉
通
信
の
発
行

◆
青
少
年
育
成
事
業

・
高
齢
者
と
子
供
の
交
流
会

・
ふ
れ
あ
い
協
力
校
事
業

・
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

・
福
祉
体
験
講
師
派
遣

☆
高
齢
者
ご
用
聞
き
電
話

◆
高
齢
者
福
祉
対
策
事
業

・
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

・
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
交
流
事

業
・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
あ

す
て
ら
す
事
業
）

・
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

◆
心
身
障
が
い
者（
児
）対
策
事
業

・
視
力
障
が
い
者
へ
の
広
報
等
朗

読
テ
ー
プ
配
布

・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
運
営

・
手
話
講
習
会
の
開
催

・
手
話
講
習
生
、
指
導
者
研
修

◆
母
子
父
子
福
祉
対
策
事
業

・
母
子
父
子
家
庭
交
流
事
業

◆
災
害
時
対
策
事
業

☆
災
害
時
要
援
護
者
訪
問
調
査

☆
在
宅
福
祉
ネ
ッ
ト
と
連
携
し
た

福
祉
避
難
所
設
置

◆
援
護
事
業

・
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

・
生
活
福
祉
資
金
貸
与
事
業

・
県
愛
の
基
金
へ
の
協
力

・
町
福
祉
金
庫
の
運
営

・
歳
末
慰
問
金
の
贈
呈

・
行
路
人
旅
費
貸
与
事
業

・
火
災
見
舞
い
金
品
の
給
付

・
福
祉
車
両
貸
出
事
業

・
不
要
入
れ
歯
の
リ
サ
イ
ク
ル

◆
募
金
等
の
活
動

・
歳
末
助
け
あ
い
運
動
の
推
進

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
推
進

・
日
赤
社
資
納
入
の
推
進

・
町
愛
の
基
金
の
造
成
推
進

・
各
種
義
援
金
窓
口
の
設
置

◆
そ
の
他
の
活
動

・
共
同
募
金
会
事
業

・
日
本
赤
十
字
社
事
業

・
善
意
銀
行
の
運
営

・
日
赤
奉
仕
団
事
業

・
在
宅
福
祉
ネ
ッ
ト
へ
の
協
力

（
単
位
　
千
円
）

◆
収
入
の
部

・
会
費

２，
７
６
５

・
寄
付
金

３，
０
０
０

・
補
助
金

１
５，
５
４
１

・
受
託
金

２
１，
７
３
６

・
事
業
収
入

５
５

・
貸
付
事
業
収
入

２
０
０

・
共
同
募
金
配
分
金
１，
６
７
９

・
雑
収
入

２
０

・
受
取
利
息
配
当
金
１，
１
５
３

・
会
計
単
位
繰
入

７
６
２

・
経
理
区
分
間
繰
入
４，
１
１
６

・
前
年
度
繰
越
金

５，
１
０
０

収
入
合
計

５
６，

１
２
７

◆
支
出
の
部

・
人
件
費

３
０，
８
２
１

・
事
務
費

３，
８
４
６

・
事
業
費

７，
６
１
６

・
貸
付
事
業
費

２
０
０

・
共
同
募
金
配
分
金
１，
６
７
９

・
助
成
金

３
２
０

・
負
担
金

８
８

・
経
理
区
分
間
繰
出
３，
９
３
１

・
固
定
資
産
取
得
費

７
０

・
退
職
共
済
預
け
金
１，
５
３
５

・
予
備
費

６，
０
２
１

支
出
合
計

５
６，

１
２
７

事

業

計

画

平
成
24
年
度
事
業
計
画
＆
予
算

一
般
会
計
予
算
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５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は

「
禁
煙
週
間
」
で
す

た
ば
こ
の
怖
い
影
響

健
康
に
自
信
が
あ
っ
て
も
、
生
活
習

慣
に
問
題
が
あ
る
と
病
気
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。

特
に
た
ば
こ
は
正
常
な
細
胞
の
遺
伝

子
を
傷
つ
け
、
肺
が
ん
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
口
腔
、
咽
頭
、
食
道
、
胃
な
ど
ほ

と
ん
ど
の
が
ん
と
強
い
関
連
性
が
あ
り

ま
す
。
た
ば
こ
は
が
ん
の
発
症
率
を
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、
血
管
を
収
縮
さ
せ

て
血
圧
を
上
げ
た
り
、
血
管
を
刺
激
し

て
傷
つ
け
る
な
ど
動
脈
硬
化
を
促
進
さ

せ
る
大
き
な
要
因
に
な
り
ま
す
。
心
筋

梗
塞
な
ど
虚
血
性
心
疾
患
に
な
る
危
険

性
は
、
非
喫
煙
者
の
何
と
約
４
倍
で
す
。

た
ば
こ
は
女
性
の
老
化
も
促
進

た
ば
こ
は
血
流
を
悪
く
す
る
上
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
も
破
壊
す
る
の
で
、
女
性
に

と
っ
て
は
お
肌
の
大
敵
。
肌
の
老
化
を

進
め
る
た
め
、
実
年
齢
よ
り
ず
っ
と
老
け

て
見
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
い
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

たっぷりみそ汁
　油揚げ １/２枚
　だいこん ３０ｇ
　にんじん ３０ｇ
　わかめ（乾） ３ｇ
　みそ 大さじ１
　だし汁 ５００㏄

ツナ＆エッグ
　たまご ２個
　ツナ缶（小） １缶
　塩・こしょう 少々
　（しょうゆ　好みで）

ほうれんそうのおひたし
　ほうれんそう 1/2束
　めんつゆ 大さじ１
　水 大さじ３
　ごま 小さじ１

ごはん 茶碗２杯

材料　２人分 たっぷりみそ汁

ツナ＆エッグ

ほうれんそうの
おひたし

にんじん

❶の器

フライパンに水をはり、
❶の器を入れ、蒸し煮にし、
卵が半熟になったらできあがり。耐熱器

あえてできあがり。

めんつゆ
ごま

ツナ

ツナ缶½

みそ
カットわかめ油揚げ

だいこん
千切り

千切り

だし汁で野菜がやわらかく
なるまで煮る。

❶

加えてできあがり。

❷

茹でたほうれんそう

❶ ❷

水

たまご

塩

こしょう

ツナエッグごはん （一人分）545kcal たんぱく質24.5g 塩分3.6ｇ

お
い
し
く
食
べ
よ
う
、

楽
し
く
食
べ
よ
う
、

元
気
な
子

―
顔
が
見
え
る
っ
て
、

お
い
し
い
ね
―

み
そ
汁
を
次
の
世
代
に
も

昨
年
、
中
央
小
６
年
生
だ
っ
た
岡
山
さ
ん
が
、

朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
に
応
募
し
て
く
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

若
い
世
代
が
み
そ
汁
離
れ
を
し
て
い
る
中
で
、

具
沢
山
の
み
そ
汁
を
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

野
菜
が
入
っ
た
み
そ
汁
は
、
食
物
繊
維
が
豊
富

に
含
ま
れ
、
み
そ
は
発
酵
食
品
で
抗
酸
化
作
用
が

あ
る
た
め
、
細
胞
の
老
化
を
予
防
し
て
く
れ
ま
す
。

塩
分
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
減
塩
み
そ
を
使
用
し

た
り
、
ほ
か
の
メ
ニ
ュ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
に
気
を
つ
け
て
、

日
本
の
食
を
伝
え
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

作 り 方

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
は
要
注
意

成
長
期
の
子
ど
も
が
タ
バ
コ
の
煙
を

吸
う
と
風
邪
を
引
き
や
す
く
な
っ
た
り

呼
吸
器
系
の
病
気
（
気
管
支
炎
や
喘
息

な
ど
）
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

町
内
の
男
性
の
約
３
割
、
女
性
の
約

１
割
が
喫
煙
者
、
そ
の
う
ち
禁
煙
に
関

心
が
あ
る
方
が
約
７
割
で
す
。（
Ｈ
23
年

度
健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
喫

煙
習
慣
が
あ
る
人
で
も
平
均
し
て
５
年

間
禁
煙
す
れ
ば
、
心
筋
梗
塞
な
ど
起
こ

す
確
率
が
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
と

同
程
度
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

禁
煙
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

な
か
な
か
禁
煙
で
き
な
い
方
は
専
門

医
へ
の
ご
相
談
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

塩
谷
地
区
・
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療
機
関

◆
高
根
沢
町

中
津
川
循
環
器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
675
―
７
５
２
１

菅
又
病
院

1
676
―
０
３
１
１

◆
さ
く
ら
市

岡
医
院

1
681
―
１
２
５
１

森
島
医
院

1
682
―
２
１
１
６

花
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク
1
686
―
７
６
６
７

佐
野
医
院

1
686
―
２
０
０
２

◆
矢
板
市

尾
形
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
０
２
８
７
―
43
―
２
２
３
０

山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
０
２
８
７
―
48
―
１
２
１
２

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

1
０
２
８
７
―
44
―
１
１
５
５

『
ツ
ナ
エ
ッ
グ
ご
は
ん
』

阿
久
津
中
学
校
１
年

岡
山
　
雄
飛
さ
ん

本
人
の
コ
メ
ン
ト

「
た
ま
ご
が
半
熟
に
な
る

よ
う
に
火
加
減
に
気
を

つ
け
ま
し
た
。」

ももっ
と野菜を食べよう!!もっ
と野菜を食べよう!!もっ
と野菜を食べよう!!お手軽旬レシピ

新たまとさやえんどうのサラダ
材料 作り方

新たまねぎ
1/2個

さやえんどう
20g

マヨネーズ
小さじ2

レモン汁
小さじ1

　たまねぎは薄くス
ライス、さやえんど
うはさっと茹でて冷
まし、マヨネーズ、
レモン汁を混ぜたも
のを、かけて召し上
がれ！！
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指
揮
者
佐
藤
和
男
さ
ん
　

一
昨
年
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
四
日
に
町

民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
真
岡
市
民
交
響
楽

団
特
別
演
奏
会
」、
満
員
の
聴
衆
を
前
に
タ
ク
ト

を
振
っ
た
の
は
高
根
沢
町
出
身
の
佐
藤
和
男
さ

ん
で
し
た
。
そ
の
佐
藤
さ
ん
が
七
月
十
五
日
、

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
二
十
周
年
記

念
公
演
「
オ
ペ
ラ
椿
姫
」
で
指
揮
を
と
り
ま
す
。

歌
劇
「
椿
姫
」
と
い
え
ば
作
曲
家
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

の
代
表
作
で
あ
り
、
世
界
の
オ
ペ
ラ
劇
場
の
中

で
も
最
も
上
演
回
数
の
多
い
作
品
の
一
つ
で
す
。

今
回
は
管
弦
楽
が
創
立
か
ら
四
十
年
の
実
績
と

実
力
を
持
つ
栃
木
県
交
響
楽
団
、
ソ
リ
ス
ト
は

栃
木
県
オ
ペ
ラ
協
会
、
合
唱
は
栃
木
県
楽
友
協

会
合
唱
団
と
ま
さ
に
”オ
ー
ル
と
ち
ぎ
“
の
公

演
で
す
。
チ
ラ
シ
に
は
、
指
揮
者
、
副
指
揮
者
、

演
出
家
の
顔
写
真
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
載
っ
て

い
ま
し
た
が
、
指
揮
者
佐
藤
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
に
だ
け
「
高
根
沢
町
出
身
」
と
記
さ
れ
、

他
の
方
々
の
出
身
市
町
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

才
能
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
。
芸
術
文
化
か
ら

は
最
も
遠
く
に
い
る
自
分
に
は
佐
藤
さ
ん
の
苦

労
を
知
る
術
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
静
か
で
常

に
静
謐
を
纏
う
か
の
よ
う
な
彼
の
内
に
あ
る
悲

愁
や
懊
悩
、
孤
高
で
あ
ら
ん
と
し
な
が
ら
も
漂

う
高
邁
と
自
足
の
爽
や
か
な
匂
い
。
文
化
勲
章

を
辞
退
し
続
け
た
孤
高
の
画
家
熊
谷
守
一
氏
の

言
葉
「
私
は
誰
が
相
手
に
し
て
く
れ
な
く
と
も
、

石
こ
ろ
一
つ
と
で
も
、
十
分
に
暮
ら
せ
ま
す
。

石
こ
ろ
を
じ
っ
と
な
が
め
て
い
る
だ
け
で
、
何

日
も
何
ヶ
月
も
暮
ら
せ
ま
す
。」
が
、
ふ
っ
と
佐

藤
さ
ん
の
姿
に
重
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ま
だ
ま
だ
熊
谷
守
一
氏
の
境
地
に
な
っ
て
も
ら

っ
て
は
困
る
の
で
す
が
、
そ
の
心
境
に
通
じ
る

大
き
な
芯
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

だ
若
く
、
将
来
へ
の
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た

佐
藤
和
男
さ
ん
に
、
町
民
の
一
人
と
し
て
拍
手

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
郷
の
人
間
の
活

躍
を
自
ら
の
喜
び
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
の
幸
せ

と
あ
り
が
た
さ
を
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
跨
線
橋
中
橋
の
現
況
に
つ
い
て
　

今
日
ま
で
、
昨
年
の
大
震
災
後
の
復
旧
に
全

力
を
投
じ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
一
箇
所
だ
け

手
付
か
ず
の
被
災
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

宝
積
寺
地
内
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
の
中
橋
跨
線
橋
で

す
。
中
橋
は
地
震
に
よ
っ
て
両
側
橋
脚
に
接
す

る
道
路
部
分
が
陥
没
し
通
行
不
能
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
国
の
災
害
査
定
を
受
け
、
一
刻

も
早
い
開
通
に
向
け
て
町
で
直
接
復
旧
工
事
を

施
工
す
べ
く
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
こ
の

箇
所
は
線
路
敷
き
に
近
い
工
事
で
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
Ｊ
Ｒ
と
の
「
近
接
工
事
協
議
」
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
事
前
協
議
の
段
階
で
は
町

の
直
接
施
工
で
よ
ろ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

本
協
議
の
段
階
で
、「
当
該
工
事
は
軌
電
停
止
が

必
要
な
工
事
で
あ
る
」
と
の
理
由
で
、
町
の
直

接
施
工
で
は
な
く
鉄
道
事
業
者
つ
ま
り
Ｊ
Ｒ
へ

委
託
す
る
工
事
と
す
る
と
の
Ｊ
Ｒ
の
判
断
が
あ

り
、
町
直
接
の
復
旧
工
事
が
出
来
な
く
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
担
当
課
で
あ
る
都
市
整
備
課
で

は
一
刻
も
早
い
協
定
書
の
締
結
と
早
急
な
工
事

着
手
を
Ｊ
Ｒ
側
に
求
め
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に

協
定
書
締
結
の
日
時
さ
え
不
明
な
状
況
で
す
。

さ
ら
に
国
の
災
害
査
定
で
は
七
百
十
万
円
と

い
う
査
定
金
額
で
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
三

千
六
百
六
十
万
円
の
工
事
委
託
金
額
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
差
額
は
二
千
九
百
五
十
万
円

で
あ
り
、
災
害
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
町
職

員
を
何
度
も
国
土
交
通
省
に
出
張
さ
せ
て
き
ま

し
た
が
、
最
悪
の
場
合
に
は
こ
の
差
額
が
す
べ

て
町
一
般
会
計
で
の
負
担
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
災
害
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

し
か
し
中
橋
の
通
行
止
め
に
よ
っ
て
生
じ
る
地

域
住
民
の
皆
様
の
不
便
を
考
え
れ
ば
金
額
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
議
会
へ
も
そ
の
状
況

を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

予
算
は
通
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
中
橋
復
旧
は
大
災
害
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
他
の
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
国
、
県
の

迅
速
な
対
応
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
工
事
が
完

了
し
、
残
る
工
事
は
大
規
模
な
地
す
べ
り
対
策

工
事
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
橋
の
復
旧
が

遅
れ
て
も
Ｊ
Ｒ
に
は
何
の
不
都
合
も
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
民
に
と
っ
て
は
生
活
に

密
着
し
た
大
切
な
道
路
で
す
。
世
界
一
正
確
な

車
両
運
行
や
交
通
弱
者
に
と
っ
て
の
Ｊ
Ｒ
の
存

在
、
Ｊ
Ｒ
線
が
あ
る
事
の
計
り
知
れ
な
い
メ
リ

ッ
ト
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

か
つ
て
国
鉄
の
分
割
民
営
化
時
に
は
多
額
の
負

担
を
国
民
が
負
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
民
間

と
は
い
え
公
共
交
通
を
担
う
事
業
者
で
も
あ
り

ま
す
。
国
の
災
害
査
定
の
約
五
倍
の
工
事
金
額

で
あ
っ
て
も
町
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
側
に
は
、
町
民

目
線
に
立
っ
た
一
刻
も
早
い
復
旧
工

事
着
手
を
求
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
当
局
に
は
不
愉
快
な
文
章
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
と
Ｊ
Ｒ
が

末
永
く
共
存
し
て
い
く
為
に
も
、
私

た
ち
の
次
の
世
代
が
こ
の
よ
う
な
ジ

レ
ン
マ
を
抱
え
な
い
為
に
も
、
あ
え

て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Eメールアドレス
chouchou@town.takanezawa.tochigi.jp

～こどもの遊び集団づくりに　中高年の健康づくりに　あなたの新しい地域コミュニティづくりのために～

☎　０２８－６７５－３３６１
携帯０９０－３２２１－０５３５

元気ＵＰスポーツクラブ
代　表　　仲　沢　　勇

（総合型地域スポーツクラブ）

●テニス　●Jrサッカー（小６まで）
●ショートテニス　●草野球（小６まで）
●ノルディックナイトウォーキング
●親子ゴルフ　●太極拳

≪各種教室のご案内≫
●ナイトウォーキング ●バドミントン
●トレッキング（栃木百名山めぐり）
●カローリング　●スロージョギング
●自転車ツーリング ●ノルディックウォーキング

≪各種サークルのご案内≫

元気ＵＰスポーツクラブ元気ＵＰスポーツクラブ に加入加入しようしよう!!!!元気ＵＰスポーツクラブ に加入しよう!! スポーツ振興
くじ助成事業

お気軽に
お問合せください

ノルディックウォーキングノルディックウォーキング
日曜日サークル日曜日サークル
開催中！開催中！

ノルディックウォーキング
日曜日サークル
開催中！
≪毎月末 日曜日≫
◇コース　年間スケジュール有
◇集合場所　現地集合
◇会　費　１回600円（用具レンタル料）

─　第百十五想　─
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宝積寺
前原崇志Q雅美さんの子
愛香（あいか）ちゃん
（平成23年６月28日生）

宝積寺
檜山史進Q有理さんの子
周子（ちかこ）ちゃん
（平成21年６月11日生）

宝積寺
矢口秀樹Q文江さんの子
璃音（りお）ちゃん
（平成19年６月２日生）

every weevery wed
12:012:00-12:4912:49
every wed
12:00-12:49五十嵐 愛五十嵐 愛五十嵐 愛 戸室 和亮戸室 和亮戸室 和亮

パーソナリティ リポーター

町のうごき

平成24年５月１日現在　　 

世帯数

人　口

 （内）男

       女

世帯

人

人

人

11,280

30,117

15,586

14,531

+26

－26

+　4

－30

前月比

（６月誕生編）
※満5歳までのアイドルを募集しています。た
だし、お１人1回の掲載とさせていただいてお
ります。誕生月の３カ月前から受け付けます。
町企画課まで電話連絡ください。
※お子様の敬称は「ちゃん」で統一させてい
ただきます。

もっち番外編

大変   寝坊して
金環日食見られ
なかった

5月21日
　午前9時30分

5月21日 午前7時37分 撮影

日食メガネ

ぼくがカメラで
撮っておいたから
見せてあげるね

当たり前
でしょ

真っ暗で何も
見えない…

皆さんは金環日食見られましたか？

!!

!


